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ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
導
入
を
検
証

30
年
度
改
定　
介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
７
５
回
介
護
給
付
費
分
科
会
が
開

か
れ
、
厚
労
省
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果
を
検
証
す
る

今
年
度
調
査
（
20
年
度
調
査
）
の
概
要
を

説
明
し
た
。
21
年
度
改
定
の
審
議
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
９
、10
月
ご
ろ
、「
速
報
値
」

を
分
科
会
に
報
告
す
る
。

調
査
は
①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

評
価
②
福
祉
用
具
貸
与
の
価
格
③
訪
問
介

護
④
介
護
保
険
施
設
等
及
び
介
護
医
療
院

⑤
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
等
の
５

項
目
。

注
目
点
は
①
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

評
価
。
介
護
保
険
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

C
H
A
S
E
な
ど
に
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
C
H
A
S
E
に
参
加
す
る
事

業
所
や
施
設
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
効

果
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る
か

ど
う
か
検
証
す
る
。
ま
た
既
存
の
加
算（
栄

養
管
理
、
口
腔
機
能
維
持
、
排
泄
支
援
な

ど
）
の
効
果
を
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
よ
っ

て
評
価
で
き
る
か
ど
う
か
検
証
す
る
。

同
日
、
分
科
会
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
管
理
者
要
件
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
資
格
）
を
猶
予
す
る
経
過
措
置

（
21
年
度
末
ま
で
）
を
26
年
度
末
ま
で
延

期
す
る
基
準
改
正
を
了
承
し
、
社
会
保
障

審
議
会
に
報
告
し
た
。
主
任
ケ
ア
マ
ネ
を

確
保
で
き
な
い
中
山
間
地
域
や
離
島
な
ど

は
適
用
そ
の
も
の
を
猶
予
。
退
職
な
ど
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
1
年
間
猶

予
す
る
。

第
８
期
計
画
３
つ
の
柱

大
島
老
健
局
長
は
、
昨
年
12
月
に
社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
ま
と
め
た

意
見
書
を
踏
ま
え
、
第
８
期
介
護
保
険
事

業
（
支
援
）
計
画
（
２
０
２
１
～
23
年
度
）

の
重
要
な
柱
と
し
て
「
介
護
予
防
・
地
域

づ
く
り
の
推
進
（
健
康
寿
命
の
延
伸
）
及

び
『
共
生
』
と
『
予
防
』
を
両
輪
と
す
る

認
知
症
施
策
の
総
合
的
な
推
進
」「
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
」「
持
続
可
能
な
制
度
の

構
築
・
介
護
現
場
の
革
新
」
の
３
つ
を
挙

げ
た
。
大
島
局
長
や
老
健
局
が
示
し
た
主

な
施
策
や
予
算
案
は
以
下
の
通
り
。

【
健
康
寿
命
の
延
伸
・
認
知
症
施
策
】

○
「
通
い
の
場
」
な
ど
を
通
し
て
地
域
住

民
間
の
「
互
助
」
を
推
進
○
「
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
交
付
金
」（
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
）
を
２
階
建
て
と
し
、
介
護
予

防
・
重
度
化
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
む

自
治
体
を
評
価
○
総
合
事
業
に
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
導
入
○
「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」

を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
推
進
─
な
ど
。

【
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
】
○
20

年
度
予
算
案
に
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
（
メ
ニ
ュ
ー
充

実
案
）
を
盛
り
込
む
。（
例
）「
介
護
施

設
な
ど
の
整
備
（
創
設
）
に
あ
わ
せ
て
広

域
型
施
設
が
実
施
す
る
大
規
模
修
繕
・
耐

震
化
の
費
用
を
補
助
」「
介
護
施
設
な
ど

の
大
規
模
修
繕
に
あ
わ
せ
て
行
う
ロ
ボ
ッ

ト
・
セ
ン
サ
ー
・
I
C
T
の
導
入
を
補
助

対
象
に
追
加
」「
看
取
り
を
行
う
職
員
及

び
家
族
な
ど
が
宿
泊
す
る
個
室
を
確
保
す

る
た
め
の
改
修
費
を
補
助
」
─
な
ど
。
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Number 156 1 面　基金・新メニューの活用を呼び掛け
　　　アウトカム評価の導入を検証
　　　国政ニュース、こちら傍聴席
2 面　【連載】第 7 期介護保険事業（支援）計画
　　    【連載】介護保険委員長のよもやま話
　　　支部だより（大阪）、リーダー研修
　　　管理者研修、合同会議
3 面　施設紹介
　　　【かぬま花の風】（栃木）
　　　【はりがや夢希（いぶき）の杜】（栃木）
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　支部研修会のご案内

　　　入会施設のご紹介、会員施設数

　
１
月
17
日
に
開
か
れ
た
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会
議
で
厚
生
労
働
省
は
関
係

自
治
体
に
第
８
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
や
２
０
２
０
年
度
予
算
案
、
19
年

度
補
正
予
算
案
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
。
大
島
一
博
老
健
局
長
は
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
３
つ
の
柱
と
し
て
「
健
康
寿
命
の
延
伸
・
認
知
症
の
総
合
的
な
推
進
」

「
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」「
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
・
介
護
現
場
の
革
新
」

を
挙
げ
、
協
力
を
要
請
し
た
。
ま
た
今
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
の
新
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
、
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

基
金
・
新
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
を
呼
び
掛
け

第
８
期
介
護
事
業
計
画
や
予
算
案
を
説
明

厚
労
省
・
全
国
厚
労
関
係
部
局
長
会
議

2020 年（令和 2 年）

（１）

○
…
「
予
想
以
上
に
悪
い
ね
」。
厚
労
省

が
公
表
し
た
「
介
護
事
業
経
営
概
況
調
査

結
果
」
を
読
み
終
え
た
ベ
テ
ラ
ン
政
治
部

記
者
が
口
火
を
切
っ
た
。
２
０
１
７
年
度

決
算
と
18
年
度
決
算
を
比
べ
る
と
、
全
22

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
う
ち
14
事
業
の
収
支
差

率
が
減
り
、
経
営

悪
化
を
裏
付
け
た
。

○
…
「
終
の
棲
家
」
と
言
わ
れ
、
入
居
希

望
が
殺
到
し
た
特
養
も
例
外
で
は
な
い
。

か
ろ
う
じ
て
プ
ラ
ス
（
０
・
１
％
）
だ
っ

た
も
の
の
、
収
支
差
率
は
１
％
台
（
17
年

度
１
・
７
％
、18
年
度
１
・
８
％
）
と
低
い
。

「
建
て
替
え
や
大
修
繕
が
で
き
な
く
な
る

特
養
が
続
出
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
危

惧
す
る
。

○
…
い
つ
も
は
社
会
保
障
費
の
削
減
を
声

高
に
叫
ん
で
い
る
経
済
部
記
者
も
「
18
年

度
プ
ラ
ス
改
定
（
０
・
54
％
）
や
処
遇
改

善
加
算
の
効
果
が
薄
か
っ
た
の
か
…
」
と

複
雑
な
表
情
。
社
会
部
記
者
は
「
い
ま
で

も
特
養
待
機
者
が
32
万
６
千
人
も
い
る
。

次
の
報
酬
改
定
は
予
測
が
難
し
い
」
と
嘆

い
た
。（
楢
） 国

政
ニ
ュ
ー
ス

◎
安
倍
首
相
が
所
信
表
明

（
１
月
20
日
）
通
常
国
会
が
開
会

第
２
０
１
回
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
た
。

会
期
は
６
月
17
日
ま
で
の
１
５
０
日
間
。

法
案
の
審
議
で
は
２
０
２
０
年
度
予
算
案

や
国
民
年
金
法
改
正
案
、
社
会
福
祉
法
一

部
改
正
案
な
ど
が
焦
点
。
安
倍
晋
三
首
相

は
施
設
方
針
演
説
の
中
で
「
在
職
老
齢
年

金
の
見
直
し
」
や
「
一
定
所
得
以
上
の
高

齢
者
医
療
の
窓
口
２
割
負
担
」
な
ど
を
示

し
、
全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
転
換
を
強

調
し
た
。

◎
新
型
肺
炎
「
緊
急
事
態
」
宣
言

（
１
月
30
日
）
Ｗ
Ｈ
Ｏ
発
表

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
中
国
武

漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ
い
て「
緊

急
事
態
」
を
宣
言
し
、
加
盟
国
に
根
拠
の

あ
る
判
断
と
対
策
を
要
請
。
日
本
政
府
は

「
指
定
感
染
症
」
に
指
定
し
、
状
況
に
応
じ

て
入
国
拒
否
や
患
者
の
強
制
入
院
、
就
業

制
限
な
ど
を
実
施（
２
月
１
日
施
行
）す
る
。

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
改
定
論
議
は
荒
れ
模
様
？

ウ
の
目
タ
カ
の
目

第 175 回介護給付費分科会（東京・九段）

【
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
・
介
護
現

場
の
革
新
】
○
補
足
給
付
の
支
給
基
準
を

精
緻
化
（
支
給
要
件
の
一
部
見
直
し
）
○

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
額
引
き
上

げ
（
医
療
保
険
と
同
水
準
に
）
○
要
介
護

認
定
の
有
効
期
間
を
36
カ
月
か
ら
48
カ
月

に
延
長
○
介
護
文
書
の
負
担
を
軽
減
─
な

ど
。総合確保基金の拡充メニュー案コンテナハウス内覧会が大盛況

令
和
２
年
度
予
算
案
の
概
要

老
健
局
が
計
上
し
た
総
額
は

３
兆
３
６
０
６
億
円
（
前
年
度
比

１
６
９
２
億
円
増
、
＋
５
・
３
％
）。

主
な
予
算
案
▽
介
護
保
険
負
担

２
兆
９
５
４
７
億
円
▽
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
（
介
護
分
）
４
６
７
億
円
▽

特
定
介
護
職
員
処
遇
改
善
５
０
６
億
円
▽

介
護
施
設
等
の
災
害
復
旧
60
億
円
（
補
正

予
算
案
）
な
ど
。

社
会
・
援
護
局
の
説
明

○
専
門
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
社

会
福
祉
連
携
推
進
法
人
」（
仮
称
）
を
創

設
○
２
年
度
予
算
案
に
元
気
高
齢
者
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）
の
参
入
促
進
事
業
を

計
上
○
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
D
W
A
T
）
の

全
国
整
備
を
推
進
─
な
ど
。

（注）厚労省の資料を参考に作成。
※�実施期間２０２３年度まで。要件など詳細は

都道府県等に照会してください。

（特養に関係する事業を抜粋）

新
規
※

拡
充

新
規

介
護
職
員
用

宿
舎
の
整
備

広
域
型
施
設
の

大
規
模
修
繕
・

耐
震
化 

多
床
室
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
改
修

看
取
り
環
境
の

整
備

外
国
人
職
員
含

む
（
１
宿
舎
あ

た
り
整
備
費
の

３
分
の
１
を
補

助
）

�

介
護
施
設
な
ど

の
整
備
（
創
設
）

に
あ
わ
せ
て
行

う
特
養
な
ど
の

大
規
模
修
繕
・
耐

震
化
費
を
補
助

（
最
大
・
１
定
員

当
た
り
１
１
２
・

８
万
円
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
用
居
室
を
追

加
（
最
大
・
１

定
員
当
た
り
73
・

４
万
円
）

看
取
り
及
び
家

族
等
が
泊
ま
れ

る
個
室
の
確
保

（
最
大
・
１
施
設

当
た
り
３
５
０

万
円
）

シルバーケア吉野ヶ里（佐賀）

1 月 27 日～ 29 日、佐賀県吉野ケ里町に
ある会員施設「シルバーケア吉野ヶ里」（藤
﨑和子施設長）は、外国人技能実習生向け
コンテナハウスの内覧会を開催した。
施設内に居住場所を設けられるので、実
習生からの相談にすぐ対応できるなどのメ
リットがある。公的な補助制度を利用でき
ることもあり、全国から反響が寄せられて
いる。マスコミでも取り上げられた。
27 日に行ったベトナム人技能実習生が入
国した時の記者会見の様子がサガテレビの
ホームページで閲覧できる。
（URL：https://www.sagatv.co.jp/news/
archives/2020012801881）
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【
施
設
の
紹
介
】

平
成
29
年
３
月
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

線
雀
宮
駅
か
ら
約
３
㎞
の
地
に
開

設
し
た
。
施
設
は
外
観
、
内
観
共

に
法
人
カ
ラ
ー
の
グ
リ
ー
ン
を
基

調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い

る
。

施
設
名
に
あ
る
「
夢
希
（
い
ぶ

き
）」
は
職
員
か
ら
公
募
し
て
決

定
し
た
。

〇
入
所
し
た
ら
元
気
に
な
っ
た
！

１
０
４
歳
に
な
っ
た
女
性
入
居

者
の
家
族
は
「
3
年
前
の
施
設
開

設
と
同
時
に
入
所
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
病
院
に
い
た
の
で
す
が
、

体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
…
。
こ

こ
は
手
厚
く
介
護
し
て
く
だ
さ
る

し
、
母
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

の
で
、
入
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
」

ま
た
入
居
後
に
つ
い
て
「
す
っ

か
り
こ
こ
の
暮
ら
し
を
気
に
入
っ

た
み
た
い
で
、
入
所
し
た
ら
元
気

に
な
り
ま
し
た
。
日
常
の
ケ
ア
の

記
録
が
室
内
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
、
日
頃
の
様
子
も
わ
か
っ
て
安

心
で
す
」
と
満
足
し
て
い
る
。

〇
青
柳
正
寛
施
設
長
か
ら

施
設
に
入
っ
て
も
家
族
と
の
つ

な
が
り
が
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
本
人
と
家
族
が
望

む
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

看
取
り
期
に
「
桜
を
見
に
行
き

た
い
」
と
い
う
方
を
花
見
に
お
連

れ
し
た
り
、「
外
泊
し
た
い
」
と

い
う
方
に
は
職
員
が
下
見
を
し
て

過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

【
法
人
の
紹
介
】

〇
創
業
21
年　
地
域
と
共
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
年

を
取
っ
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
い
―
。
青
柳
勝
男
理

事
長
は
社
会
福
祉
法
人
朝
日
会
を
平

成
10
年
9
月
9
日
に
設
立
し
、
宇
都

宮
を
拠
点
と
し
て
、
特
養
「
か
ぬ
ま

花
の
風
」「
は
り
が
や
夢
希
の
杜
」

な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。

「
地
域
と
共
に
生
き
る
、
幸
せ
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
今
年
9

月
、
創
業
21
年
を
迎
え
る
。
地
域
向

け
勉
強
会
や
無
料
相
談
会
な
ど
を
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
付
く
活
動

に
注
力
し
て
い
る
。
昨
年
11
月
に
は

20
周
年
を
記
念
し
て
感
謝
祭
を
開
催

し
た
。

〇
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｋ
Ｏ
Ｓ
48

介
護
の
経
験
が
無
い
地
域
の
方
を

対
象
に
、
定
員
48
名
の
介
護
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
48
）
を
開
催

し
て
い
る
。

参
加
料
は
無
料
で
、
小
学
生
か
ら

参
加
可
能
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
施
設
内
を
見
学
し
た
り
、

車
椅
子
体
験
や
高
齢
者
の
疑
似
体
験

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
介
護
を
学

ぶ
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

〇
成
果
発
表
会
を
開
催

施
設
の
こ
と
を
家
族
や
地
域
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
福
祉
の
成

果
発
表
会
。
当
初
は
施
設
内
の
地
域

交
流
室
で
開
催
し
て
い
た
。
来
場
者

が
年
々
増
え
、
４
０
０
人
も
の
来
場

者
を
収
容
で
き
る
宇
都
宮
市
の
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
ま
で

に
至
っ
た
。

〇
充
実
し
た
職
員
研
修

栃
木
県
内
で
も
研
修
に
関
し
て
は

か
な
り
注
力
を
し
て
い
る
と
い
う
。

介
護
技
術
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
人

間
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
人
と
し
て
の
考
え

方
、
接
し
方
や
態
度
、
職
員
の
セ
ル

フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

〇
朝
日
会
の
取
扱
説
明
書就業

を
考
え

て
い
る
人
向
け

の
事
前
説
明
書

と
し
て
、「
取

扱
説
明
書
（
ト

リ
セ
ツ
）」
を

作
成
し
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
や
平
均
勤
続
年
数
、
平
均
年
齢

（
49
・
7
歳
）、
先
輩
ス
タ
ッ
フ
の
本

音
な
ど
が
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
読
み

や
す
い
冊
子
に
な
っ
て
い
る
。

【
取
材
後
記
】
ど
ち
ら
の
施
設
も

家
族
が
多
く
訪
れ
て
い
て
、
ゆ
っ
た

り
と
時
間
が
流
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
青
柳
理
事
長
の
思
い
が
施
設
に

表
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
事

務
局
・
山
崎
）

【
施
設
の
紹
介
】

平
成
26
年
5
月
、
Ｊ
Ｒ
日
光
線

鹿
沼
駅
か
ら
約
2
㎞
の
地
に
開
設

し
た
。
畑
や
住
宅
に
囲
ま
れ
た
陽

当
た
り
の
良
い
静
か
な
場
所
に
あ

る
。

〇
自
宅
の
よ
う
な
施
設

居
室
に
使
い
慣
れ
た
家
具
を
持

ち
込
ん
で
自
宅
の
よ
う
に
暮
ら
せ

る
の
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
特
徴

だ
。
冷
蔵
庫
や
仏
壇
が
置
か
れ
、

写
真
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
る
居
室

は
、
入
居
者
に
と
っ
て
落
ち
着
け

る
空
間
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ユ
ニ
ッ
ト
内
に
は
「
お
茶
の
間
」

の
よ
う
な
家
族
団
ら
ん
で
き
る
場

所
も
あ
り
、
家
族
が
訪
れ
や
す
い

雰
囲
気
が
あ
る
。

〇
職
員
手
作
り
の
居
酒
屋

職
員
が
作
っ
た
居
酒
屋
は
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
で
簡
単
に
移
動
で
き

る
。
ユ
ニ
ッ
ト
で
居
酒
屋
が
開
け

る
の
で
入
居
者
か
ら
も
好
評
だ
。

〇
須
藤
善
広
施
設
長
か
ら

平
均
要
介
護
度
は
４
・
２
。（
令

和
元
年
12
月
末
現
在
）。
重
度
化

に
伴
い
、
入
居
者
本
人
か
ら
ニ
ー

ズ
を
聞
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
日
頃
の
ケ
ア
の
中

で
の
職
員
の
気
づ
き
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
入
居
者
、
家
族

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
や
職
員
に

と
っ
て
も
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（3）

栃木県

〒 322-0025　栃木県鹿沼市緑町 2 丁目 3-17
TEL：0289-60-5501　FAX： 0289-60-5502

【特養】定員 50 人（5 ユニット）　【ショート】定員 10 人（1 ユニット）

社会福祉法人 朝日会

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

かぬま花の風はりがや夢希の杜

〒 321-0147  宇都宮市針ヶ谷町 654 番地 1
 TEL：028-615-7146　FAX：028-615-7147

【特養】定員 50 人（5 ユニット）　【ショート】定員 10 人（1 ユニット）

家族の面会も多い

キャスター付きの居酒屋

仏壇や冷蔵庫などが置かれた居室

施設外観 施設外観施設内観

個室で自分らしく暮らせるのが魅力
「入所できてラッキー」と話すご家族

須藤施設長
青柳施設長

いぶき

青柳勝男理事長

車椅子体験をする受講者

求職者が知りたい情報がわかりやすく掲載されている

「
し
あ
わ
せ
生
き
方
」
勉
強
会
の
資
料

地域包括支援センターが中心となって
近隣のスーパーで無料相談会を開催

第 8 回のテーマは「MAKE THE FUTURE」

地域向け勉強会のちらし

ＫＯＳ４８のちらし
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医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
抱
え
る
課
題

  

〇
公
立
病
院
再
編
と
地
域
医
療

最
近
、
地
域
医
療
構
想
に
関
連
し
て

公
立
病
院
の
再
編
リ
ス
ト
公
表
に
対
し
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
戸

惑
う
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

地
域
医
療
構
想
は
、
人
口
構
造
の
変

化
に
併
せ
て
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
医
療
機
能
（
高
度

急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
）

の
分
化
と
再
編
を
目
指
す
も
の
で
す
。

回
復
期
の
充
実
や
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
い
、
地
域
に
お

い
て
不
足
す
る
（
見
込
）
医
療
従
事
者

を
集
中
さ
せ
、
適
切
な
医
療
・
介
護
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
一
石
を
投
じ
た
構
想

だ
と
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
病
院
ま
で
の
距
離
や
移
動

手
段
、
移
動
支
援
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、

患
者
・
家
族
な
ど
か
ら
戸
惑
う
声
も
耳

に
し
ま
す
。
丁
寧
な
解
決
策
な
ど
の
方

法
論
が
徐
々
に
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

  

〇
踏
み
込
ん
だ
議
論
で
活
路
を

医
療
の
み
な
ら
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

も
人
的
資
源
の
不
足
と
し
て
処
遇
改
善

や
外
国
人
材
の
活
用
、
I
C
T
活
用

な
ど
に
よ
る
事
務
負
担
の
軽
減
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
ま
す
が
、
果
た
し

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

経
験
の
あ
る
介
護
職
員
の
処
遇
は
全

産
業
の
平
均
処
遇
に
近
づ
い
た
わ
け
で

す
が
、
有
効
求
人
倍
率
は
高
値
が
続
き
、

人
材
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
状
況
で
す
。

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
お
い
て
も
5

年
間
で
6
万
人
と
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

批
判
し
て
い
て
も
解
決
策
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
踏
み
込
ん
で
議
論
し
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
っ
て
活
路
を
開
い
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
共
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
委
員
長
の

  

よ
も
や
ま
話

第
９
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　
藤
村 

二
朗
）   

特養と特定施設の利用者伸び率（２０１８年～２０２５年）を
※老人保健福祉圏域別に表した相関図

　
12
月
号
で
は
介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
の
主
た
る
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
計
画
が
特
養
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

〇
事
業
計
画
か
ら
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
知
る

自
治
体
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を

公
募
に
よ
り
行
い
ま
す
が
、
そ
の
公
募

は
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
ど
の
地
域
に
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
こ
れ

を
見
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

ど
う
読
み
解
く
か
が
重
要
で
す
。

〇
特
養
の
代
替
に
な
っ
て
い
る
特
定
施
設

現
在
、
国
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設
か

ら
在
宅
へ
の
誘
導
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
推
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
で
施
設
で
も
在
宅
で
も
な
い

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
等
の
整
備
が
盛
ん
で
す
。
こ
れ
ら

の
中
で
特
養
と
同
様
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
は
特
定
施
設
と
し

て
指
定
を
受
け
、
結
果
的
に
特
養
の
代

替
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
特
養
整
備
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化

厚
労
省
が
作
成
し
た
相
関
図
を
見
る

と
、
全
体
的
に
特
養
よ
り
特
定
施
設
の

伸
び
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
圏
域
が
多

く
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
、
地
域
に
よ
り

実
情
も
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
施
設
経
営
が
難
し
く
な
る
要
素
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元

の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
注
視
し
て
、

一
歩
で
も
先
手
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
最
後
と
し
て

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
分
析
し
ま
す
。

（
事
務
長 

懸か
け
が
み
た
だ
ひ
さ

上
忠
寿
）

【
３
回
連
載
の
②
】
第
７
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画

特
養
整
備
の
ペ
ー
ス
鈍
化
が
経
営
難
の
要
素
に

　
　
　
事
業
計
画
を
見
極
め
先
手
必
勝
で

第７期都道府県介護保険事業支援計画の分析

推
進
協
は
第
３
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
、
福
岡
（
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

駅
東
ビ
ル
）、
名
古
屋
（
ウ
イ
ン
ク
あ
い

ち
）、
沖
縄
（
東
雲
の
丘
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
）、
東
京

（
銀
座
ユ
ニ
ー
ク
）
の
４
会
場
で
開
催

し
た
。
受
講
者
は
２
４
４
名
（
福
岡
71

名
、
名
古
屋
38
名
、
沖
縄
24
名
、
東
京

１
１
１
名
）。

４
会
場
の
講
師
は
以
下
の
通
り
。

【
１
月
９
～
10
日
・
福
岡
】
種
延
孝
治

氏
（
天
空
の
杜
・

生
活
相
談
員
）、

出
口
哲
也
氏
（
の

ぞ
み
の
杜
・
受
入

担
当
）、
上
田
か

な
氏
（
プ
レ
ジ
ー

ル
の
丘
・
理
事

長
）、
恵
比
根
誠

氏
（
の
ぞ
み
の
杜
・
受
入
担
当
）、
田
中

美
香
氏
（
プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
・
受
入
担

当
）、
中
富
康
之
氏
（
プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
・

事
務
長
）

講演する木村義雄氏

【
１
月
16
～
17
日
・
名
古
屋
】
木
下
典

子
氏
（
せ
ん
ね
ん

村
矢
曽
根
・
施
設

長
）、
杉
山
嘉
隆

氏
（
燦
燦
・
介
護

支
援
専
門
員
）、

杉
田
美
智
代
氏

（
岐
南
仙
寿
う
れ

し
野
・
介
護
統

括
）、
原
田
侑
昌
氏
（
あ
さ
ひ
が
丘
・
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
室
長
）

【
１
月
23
日
～
24
日
・
沖
縄
】
前
黒
島

智
司
氏
（
東
雲

の
丘
・
介
護
サ

ポ
ー
ト
次
長
）、

上
里
絹
代
氏
（
東

雲
の
丘
・
理
事

兼
研
修
部
長
）

【
１
月
23
～
24
日
・
東
京
】
懸
上
忠
寿

氏
（
推
進
協
・
事
務
局
長
）、
秋
津
克
己

氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
・
施
設
長
）、

第
３
期
リ
ー
ダ
ー
研
修
　

4
会
場
で
開
催

齊
藤
英
輔
氏
（
竜

爪
園
・
介
護
課
長
）、

井
手
明
利
氏
（
推

進
協
・
推
進
室
長
）、

篠
崎
香
氏
（
セ
・

シ
ボ
ン
か
し
ま
・

介
護
主
任
）、
種
延

孝
治
氏

篠
崎
講
師
と
種
延
講
師
の
講
義
の
一
部

を
紹
介
。

（
篠
崎
講
師
）
私
の
施
設
で
は
「
晩
酌

し
た
い
」、「
た
ば
こ
を
吸
い
た
い
」
と
希

望
す
る
入
居
者
に
は
主
治
医
の
許
可
を
得

た
う
え
で
、
嗜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

起
床
の
時
間
も
入
居
者
の
生
活
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
い
る
。
職
員
が
入
居
者
の
暮
ら

し
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、入
居
者
の
「
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
理
解
し
て
行
う

こ
と
が
個
別
ケ
ア
だ
。

（
種
延
講
師
）
看
取
り
は
残
さ
れ
た
時

間
に
限
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ご
家
族
の

思
い
も
強
い
。
そ
の
思
い
を
職
員
が
理
解

し
た
う
え
で
、
有
意
義
な
個
別
ケ
ア
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
職
員
が
一

番
育
つ
の
は
看
取
り
の
場
で
あ
る
。

支
部
便
り

大
阪
支
部

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

推
進
協
は
２
月
６
～
７
日
、
東
京
・

Ａ
Ｐ
品
川
で
第
２
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施

設
管
理
者
研
修
を
開
催
し
た
。
受
講
者

は
20
名
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
て
学
ん
だ
。

講
師
は
、
児
玉
桂
子
氏
（
日
本
社
会
事

業
大
学
名
誉
教
授
、
ケ
ア
と
環
境
研
究

会
代
表
）、
懸
上
忠
寿
氏
（
推
進
協
・
事

務
長
）、
井
手
明
利
氏
（
推
進
協
・
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
研
修
事
業
推
進
室
長
）
の
３
名
。

21
年
度
全
国
研
修
大
会

実
行
委
員
長 

森
山
朋
子
氏
に

※全３４０圏のうち分析可能なデータを公表している１５７圏を基に作成

大阪支部運営会議

1
月
30
日
、
大
阪
支
部
（
田
伏
清
支

部
長
）
は
大
阪
支
部
運
営
会
議
に
続
い

て
自
民
党
前
参
議
院
議
員
の
木
村
義
雄

氏
を
講
師
に
「
海
外
介
護
人
材
受
け
入

れ
と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

研
修
会
を
開
い
た
。
岐
阜
県
、
三
重
県
、

兵
庫
県
の
施
設
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
「
今
後
の
施
設
運
営
に
大

い
に
役
立
つ
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

【
木
村
氏
の
今
後
の
予
定
】

２
月
15
日
（
土
）　

沖
縄
支
部

３
月
９
日
（
月
）　

岐
阜
支
部

4
月
10
日
（
金
）　

神
奈
川
支
部

1
月
30
日
、
大
阪
支
部
（
田
伏
清
支

部
長
）
は
支
部
運
営
会
議
を
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
開
催
し
、
16
施
設
27
名
が

参
加
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
全
国
大
会
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

①
実
行
委
員
長
に
森
山
朋
子
氏
（
楽

慈
会
理
事
長
）
を
承
認
。
②
大
会
の
名

称
を
「
全
国
研
修
大
会
近
畿
in
奈
良
」

に
す
る
。

木
村
義
雄
氏 

講
演
会　
大
阪
支
部

（リファレンス駅東ビル）

（ウインクあいち）（東雲の丘コミュニケーション
　　　　ホールアクロポリス）

（銀座ユニーク）

特養利用者伸び率

特養伸び率＝特定伸び率

特養伸び率＞特定伸び率

特養伸び率＜特定伸び率

特
定
施
設
利
用
者
伸
び
率

新
た
に
３
施
設
が
実
習
施
設
に

２
月
５
日
、
推
進
協
は
東
京
・
品
川

の
Ａ
Ｐ
品
川
で
２
０
１
９
年
度
第
2
回

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事
業
合
同
会

議
を
開
き
、
４
施
設
（
新
規
3
施
設
、

更
新
１
施
設
）
を
実
地
研
修
施
設
と
し

て
合
格
と
し
た
。

【
新
規
】�

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
吉
野
ケ
里（
佐

賀
）、
陽
だ
ま
り
（
福
岡
）、

瑞
光
の
里
緑
が
丘
（
愛
知
）

【
更
新
】
い
ち
か
わ
翔
裕
園
（
千
葉
）

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
承
認
し

た
。
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介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
団
体
の
動
向

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
生
労
働
省

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
推
進
協
Ｈ

Ｐ
の
W
e
e
k
l
y
参
照
。
赤
字
は
重
要

ニ
ュ
ー
ス
ま
た
は
推
進
協
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。

■
推
進
協　
執
行
委
を
開
催

（
１
月
６
日
）
人
材
特
別
委
の
設
置
検
討

推
進
協
は
令
和
元
年
度
の
第
７
回
執
行
委

員
会
を
開
き
、
会
員
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど

を
協
議
し
、
支
部
な
ど
を
中
心
に
「
会
員
拡

大
３
カ
年
計
画
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

確
認
し
た
。

ま
た
厚
労
省
の
特
養
ア
ン
ケ
ー
ト
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
ケ
ア
の
取
組
状

況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
老
人
保
健
健

康
増
進
等
事
業
、
１
月
14
日
締
め
切
り
）
に

つ
い
て
事
務
局
が
説
明
し
た
。（
注
）
厚
労

省
３
月
末
ま
で
に
開
催
す
る
「
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
推
進
検
討
会
」（
推
進
協
、
日
本

医
師
会
、
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の
３

団
体
と
有
識
者
で
構
成
）
に
結
果
を
報
告
す

る
予
定
。

■
介
護
福
祉
士
受
験
者　
再
び
減
少

（
１
月
６
日
）
申
込
者
9
万
人
台

社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
今
年
度
の
介
護
福
祉
士
試
験
の
申
込
者

は
９
万
４
６
１
０
人
（
筆
記
試
験
は
1
月
26

日
、
実
技
試
験
は
3
月
1
日
）。
こ
の
ま
ま

だ
と
受
験
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
、
約
６
、

７
千
人
程
度
減
少
す
る
見
通
し
。
16
年
度

か
ら
「
実
務
者
経
験
ル
ー
ト
」
の
受
験
要
件

に
実
務
者
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、

ピ
ー
ク
で
あ
る
14
年
度
の
15
万
３
８
０
８
人

と
比
べ
約
半
減
。
一
時
、
回
復
の
傾
向
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
再
び
減
少
に
転
じ
た
。

■
推
進
協 

人
材
確
保
の
取
組
強
化
へ

（
１
月
６
日
）
執
行
委
員
会
で
提
案

推
進
協
は
19
年
度
第
７
回
執
行
委
員
会
で

介
護
人
材
確
保
問
題
に
組
織
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
め
た
。
来
年
度
に
向
け
て
事
務
局

で
準
備
を
進
め
る
。

■
介
護
倒
産　
過
去
最
多
１
１
１
件

（
１
月
７
日
）
人
出
不
足
、
人
件
費
高
騰

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
２
０
１
９
年

「
老
人
福
祉
・
介
護
事
業
」
倒
産
状
況
に

よ
る
と
、
倒
産
は
過
去
最
多
だ
っ
た
17

年
と
同
数
の
１
１
１
件
（
負
債
額
総
額

１
６
１
億
６
８
０
０
万
円
）。
１
１
１
件
の

内
訳
は
①
訪
問
介
護
58
件
②
通
所
・
短
期
入

所
介
護
事
業
32
件
③
有
料
老
人
ホ
ー
ム
11
件

④
そ
の
他
（
老
健
、認
知
症
老
人
Ｇ
Ｈ
含
む
）

10
件
。
倒
産
原
因
に
つ
い
て
「
販
売
不
振
な

ど
に
加
え
、
訪
問
介
護
や
通
所
な
ど
で
は
介

護
人
材
不
足
が
大
き
く
影
響
し
た
」
な
ど
と

分
析
。

■
派
遣
料
値
上
げ
「
新
ル
ー
ル
」
に
対
応

（
１
月
11
日
）「
日
経
」
報
道

日
本
経
済
新
聞
の
１
月
11
日
付
朝
刊
に
よ

る
と
、
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
ル
ー
ル
」
に
対
応
す
る
た
め
派
遣

大
手
の
パ
ソ
ナ
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

派
遣
料
金
を
１
、２
割
引
き
上
げ
る
意
向
だ

と
い
う
。

■
制
度
改
正
や
予
算
案
を
説
明　

（
１
月
17
日
）
厚
労
関
係
部
局
長
会
議

全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会
議
が
厚
労

省
で
開
か
れ
、
老
健
局
は
都
道
府
県
な
ど
に

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
方
向
や
予

定
、
令
和
２
年
度
予
算
案
、
元
年
度
補
正
予

算
案
な
ど
を
説
明
し
た
。
ま
た
社
会
・
援
護

局
は
外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
れ
環
境
の
整

備
や
創
設
す
る
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人

（
仮
称
）
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
＝
1
面
に
関
連
記

事
。特

養
関
連
で
は
、「
補
足
給
付
の
精
緻
化
」

や
「
新
設
に
合
わ
せ
た
広
域
型
施
設
の
大
規

模
修
繕
・
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
」「
大
規

模
修
繕
に
合
わ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
へ
の
補
助
」「
介
護
施
設
に
お

け
る
看
取
り
の
た
め
の
個
室
宿
泊
施
設
の
整

備
」「
外
国
人
を
含
む
介
護
人
材
の
た
め
の

宿
舎
整
備
へ
の
補
助
」
な
ど
を
説
明
し
た
。

大
島
一
博
老
健
局
長
は
「
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
、
都

道
府
県
や
市
町
村
で
も
介
護
現
場
の
革
新
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
＝
1
面

に
制
度
改
正
や
会
員
施
設
の
関
連
記
事
を
掲
載
。

■
社
福
祉
改
正
案
な
ど
提
出
へ　

（
１
月
20
日
）
厚
労
省
が
与
党
に
説
明

厚
労
省
は
自
民
党
と
公
明
党
に
今
国
会
の

会
期
中
に
提
出
を
予
定
し
て
い
る
法
案
を
説

明
し
た
。
介
護
関
係
で
は
、
社
会
福
祉
法
人

を
柱
と
す
る
連
携
法
人
の
創
設
な
ど
を
目
指

す
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社
会

福
祉
法
一
部
改
正
案
」（
社
会
福
祉
法
、
介

護
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
な
ど
の
一
部
を
改

正
す
る
一
括
法
案
）
＝
仮
称
）
を
提
出
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
70
歳
ま
で
の
就
労
を
確
保
す
る

た
め
高
齢
者
雇
用
促
進
法
、
育
児
休
業
給
付

を
受
給
し
や
す
く
す
る
た
め
雇
用
保
険
法
な

ど
を
改
正
す
る
。

■
「
全
世
代
型
社
会
保
障
を
実
行
」　

（
１
月
21
日
）
安
倍
首
相
が
所
信
表
明

安
倍
首
相
は
国
会
の
所
信
表
明
で
「
年
齢

で
は
な
く
能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る
全
世
代

型
社
会
保
障
を
目
指
し
、
今
年
、
改
革
を

実
行
す
る
」
と
述
べ
た
。
一
定
所
得
以
上
の

後
期
高
齢
者
に
窓
口
２
割
負
担
な
ど
を
求
め

る
。
６
月
を
め
ど
に
政
府
方
針
を
取
り
ま
と

め
る
。

■
主
任
ケ
ア
マ
ネ
猶
予
を
延
長

（
１
月
24
日
）
厚
労
省
が
諮
問

厚
労
省
は
第
１
７
５
回
介
護
給
付
費
分
科

会
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
管
理
者
要
件（
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
義
務
）
の
経
過

措
置
を
８
年
度
ま
で
延
長
す
る
基
準
改
正
を

諮
問
し
た
。
理
由
は
主
任
ケ
ア
マ
ネ
が
不
足

し
て
い
る
た
め
。（
注
）
中
山
間
地
や
離
島
な

ど
は
主
任
ケ
ア
マ
ネ
で
な
く
て
も
可
。
ま
た

不
測
の
事
態
（
急
に
退
職
な
ど
）
は
保
険
者

の
判
断
で
猶
予
期
間
を
延
長
で
き
る
。

■
令
和
２
年
度
の
検
証
案
を
了
承

（
１
月
24
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
７
５
回
介
護
給
付
費
分
科
会
は
平
成

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果
を
検
証
・
研

究
す
る
調
査
案
（
令
和
２
年
度
調
査
案
）
を

了
承
し
た
。

調
査
項
目
は
①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質

（
加
算
の
ア
ウ
ト
カ
ム
化
）
②
福
祉
用
具
貸
与

の
適
正
化
③
訪
問
介
護
へ
の
30
年
度
報
酬
改

定
の
影
響
④
医
療
提
供
を
目
的
と
す
る
介
護

保
険
施
設
の
実
態
と
介
護
医
療
院
へ
の
移
行

⑤
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
等
へ
の
30

年
度
報
酬
改
定
の
影
響
の
５
つ
。
令
和
３
年

度
改
定
の
論
議
に
間
に
合
う
よ
う
７
、８
月
ご

ろ
、「
速
報
値
」
を
報
告
す
る
。

■
外
国
人
労
働
者
約
１
６
６
万
人
で
最
多

（
１
月
31
日
）「
特
定
技
能
」
は
低
調

厚
労
省
の
「
外
国
人
雇
用
状
況
」

（
２
０
１
９
年
10
月
末
現
在
）
に
よ
る

と
、
届
け
出
の
あ
っ
た
外
国
人
労
働
者
数

は
１
６
５
万
８
８
０
４
人
（
前
年
同
期
比

13
・
６
％
増
）
で
過
去
最
多
。
在
留
資
格
別

で
は
永
住
な
ど
の
「
身
分
に
基
づ
く
在
留

資
格
」
53
万
１
７
８
１
人
、「
技
能
実
習
」

38
万
３
９
７
８
人
、「
専
門
的
・
技
術
的
分

野
の
在
留
資
格
」
32
万
９
０
３
４
人
の
順
。

国
籍
別
で
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
の
順
。
ベ
ト
ナ
ム
が
急
増
し
た
。

19
年
４
月
創
設
の
「
特
定
技
能
」
は
５
２
０

人
で
低
調
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

3 回シリーズ
（その１）

【
今
月
の
相
談
内
容
】

同
一
労
働
同
一
賃
金
（
以
下
「
同
賃
」

と
い
う
）
に
対
応
し
な
か
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
か
？
ま

た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
え
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

今
回
の
改
正
は
、
大
企
業
お
よ
び
派
遣

会
社
は
20
年
4
月
か
ら
、
中
小
企
業
は
21

年
4
月
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
介
護
施

設
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
賃
に
は
、
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管

理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
パ
ー
ト
・

有
期
労
働
法
）
第
8
条
以
降
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
事
業
主
へ
の

報
告
等
を
求
め
ら
れ
た
際
の
虚
偽
報
告
を

し
た
り
、
労
働
条
件
に
関
す
る
文
書
の
交

付
等
に
違
反
し
た
り
し
た
場
合
、
過
料
と

な
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
確
認
と
見

直
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
短
時
間
・
有
期
労
働
者
の
確
認

②
正
規
労
働
者
と
の
待
遇
の
差
の
有
無

の
確
認
（
給
与
手
当
等
、
福
利
厚
生
、
教

育
訓
練
・
安
全
管
理
の
3
項
目
の
比
較
が

必
要
で
す
）

③
待
遇
差
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
理
由

を
検
討
す
る
。「
短
時
間
だ
か
ら
」と
か「
有

期
だ
か
ら
」
は
N
G
。

④
理
由
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
不
合
理

で
は
な
い
こ
と
を
説
明
で
き
る
書
面
を
準

備
。⑤

不
合
理
で
あ
っ
た
場
合
は
、
改
善
計

画
を
立
案
し
、
規
則
の
見
直
し
も
含
め
て

改
善
を
検
討
。

た
だ
、
法
第
4
章
に
「
紛
争
解
決
」
章

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
、
同

賃
に
類
す
る
紛
争
が
続
々
と
発
生
し
て
い

る
状
況
か
ら
す
る
と
、
今
後
も
個
別
労
働

紛
争
は
増
え
て
く
る
と
推
定
し
ま
す
。

同
賃
に
つ
い
て
は
根
拠
資
料
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
厚
労
省
H
P
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

（
監
事・特
定
社
会
保
険
労
務
士   

栗
田
淳
二
）

1
月
１
日
～
1
月
31
日

基
金
・
新
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
を
呼
び
掛
け

　（
令
和
2
年
2
月
1
日
現
在
）

【
会
員
施
設
数
】　
３
８
６
　

【
支
部
研
修
会
の
ご
案
内
】

　
◆  

イ
ワ
ツ
キ
株
式
会
社

　
　

相
模
原
営
業
所
所
長　

佐
々
木 

裕
司

 

住
所   

〒
２
５
２
︲
０
３
１
３

　

  �

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
松
ヶ
枝
町
６
︲
11

 

電
話　

０
４
２
（
７
４
３
）
３
５
４
６

◎
新
規 

賛
助
会
員
の
ご
紹
介
◎

　
◆ 

ジ
ョ
イ
フ
ル
岐
阜
駅

支
部
名　

岐
阜
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 

サ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン

法
人
代
表
者　

理
事
長　

堤 

修
三

施
設
代
表
者　

施
設
長　

太
田 

宏
司 

住
所   

〒
５
０
０
︲
８
４
０
７

　
　

岐
阜
県
岐
阜
市
高
砂
町
１
︲
17

　
　
　

イ
ー
ス
ト
ラ
イ
ジ
ン
グ
24

電
話　

０
５
８
（
２
６
４
）
２
８
１
１

　
◆ 

ハ
ー
ト
フ
ル
ふ
し
お
紅
葉
舘

支
部
名　

大
阪
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人　

大
協
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

加
納 

繁
昭

施
設
代
表
者　

施
設
長　

角
田 

明
義 

住
所   

〒
５
６
３
︲
０
０
１
１

　
　

大
阪
府
池
田
市
伏
尾
町
12
番
地
の
１

電
話　

０
７
２
（
７
５
４
）
２
９
０
１

◎
入
会
施
設
の
ご
紹
介
◎

【
賛
助
会
員
数
】　
８
　

in 名古屋

愛知県産業労働センター「ウインクあいち」
参加して現場を変えよう！

最先端技術で

新しいケアに挑戦！！

第14回全国個室ユニット型施設推進協議会　全国大会

第1回  介護老人施設ケア研究大会

2020年10月14日（水）・15日（木）

◆
神
奈
川
支
部
（
広
嶋
稔
之
支
部
長
）

　
「
認
知
症
情
動
療
法
の
す
す
め
」
研
修
会

【
日
時
】
２
月
21
日
（
金
）
10
時
～
16
時

【
会
場
】�

日
本
丸
訓
練
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　

   （
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２
丁
目
１
）

【
講
師
】��

藤
井
昌
彦
医
師
（
一
般
社
団
法
人
日

本
認
知
症
情
動
療
法
協
会
理
事
長
、

東
北
大
学
医
学
部
臨
床
教
授
）

【
参
加
費
】
会
員  

無
料 

／ 

非
会
員  

千
円

【
問
合
せ
先
】
み
ん
な
と
暮
ら
す
町
（
大
内
）

　

☎ 

０
４
４
（
５
２
０
）
１
９
０
１

◆
佐
賀
支
部
（
藤
﨑
和
子
支
部
長
）

　

�「
業
務
の
改
善
、
入
居
者
視
点
の
ケ
ア
を
意

識
す
る
～
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
視
点
で

考
え
る
～
」
研
修
会

【
日
時
】
２
月
28
日
（
金
）
14
時
～
16
時

【
会
場
】�

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
吉
野
ケ
里

 （
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
吉
田
1
4
9
3
︲
1
）

【
講
師
】��

井
手
明
利
氏
（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

事
業
推
進
室
室
長
）

【
参
加
費
】
会
員  

無
料 

／ 

非
会
員  

千
円

【
問
合
せ
先
】佐
賀
支
部
事
務
局（
藤
崎
・
米
倉
）

　

☎ 

０
９
５
２
（
５
５
）
６
２
２
１


